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本横断領域部会における解決すべき上位の課題のひとつが「競技スポーツにおけるコーチ養成をいかに行う

か」である。日本では、子どもたちの豊かなスポーツ活動を整備するため、運動部活動の地域連携や地域ス

ポーツクラブ活動連携がすすめられている。その一方、ヒューマン・ライツ・ウォッチの報告では、日本の子ど

もがスポーツのなかで、暴力等の虐待を経験することが多く、その結果、スポーツが痛みや恐怖、苦痛をもたら

す経験となっていることが指摘されている。このように、日本のジュニア（育成年代）競技は、コーチによるプ

レーヤーへの暴力等の虐待を含む、様々な課題を抱えたまま、組織的な移行期をむかえているといえる。もちろ

ん、組織的な移行自体が課題解決の一方策ではあるものの、それだけでは子どもたちの豊かなスポーツ活動の実

現には繋がらないことは明白である。そこで、本シンポジウムでは「ジュニア（育成年代）競技スポーツの

コーチ養成」をテーマとして設定し、コーチ養成のシステム、指導法、コーチのキャリアパスの視点からジュニ

ア（育成年代）競技スポーツのコーチ養成にまつわる課題を洗い出し、今後のコーチ養成について議論する。
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2022-現在　公益財団法人日本サッカー協会　指導者養成ダイレクター 

2021　同上　ユース育成サブダイレクター 

2017-2021　同上　JFAコーチ　関東地域担当

 
本シンポジウムでは「ジュニア（育成年代）競技スポーツのコーチ養成」のなかでも、「コーチ養成システ

ム」について公益財団法人日本サッカー協会（以下、 JFA）の事例を紹介する。 JFAは「サッカーを通じて豊かな

スポーツ文化を創造し、人々の心身の健全な発達と社会の発展に貢献する」という理念のもと、代表強

化・ユース育成・指導者養成・普及の“四位一体”を掲げている。指導者養成は、指導者養成講習

会・チューター制度・リフレッシュ研修会の３つを柱に事業を展開している。指導者養成講習会は、子どもを対

象とした D級ライセンスからプロ選手を対象にした S級ライセンスまでのコアとなるライセンスに加え、指導者の

多様な学びのニーズに対応すべく、ゴールキーパーやフィジカルなどポジションや分野に特化したライセンスも

提供している。育成年代に特化したライセンスも2007年から始めており、今年これらを更にブラッシュアップし

たところである。これら JFAの指導者養成システムの現状と今後について紹介し、これからの日本全体のジュニア

（育成年代）競技スポーツのコーチ養成のありかたについて議論したい。


